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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第72期

第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自 2022年10月１日
至 2023年３月31日

自 2023年10月１日
至 2024年３月31日

自 2022年10月１日
至 2023年９月30日

売上高 (千円) 18,445,860 16,617,840 35,094,627

経常利益 (千円) 552,062 301,984 808,356

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 366,905 210,714 556,194

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 417,039 452,724 691,258

純資産額 (千円) 6,994,844 7,627,205 7,269,089

総資産額 (千円) 17,837,495 19,758,275 18,920,740

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 407.21 233.86 617.29

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 38.8 38.2 38.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 185,485 226,297 1,268,726

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △288,048 △53,790 △335,385

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △46,474 △82,878 △95,518

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,119,415 2,195,902 2,106,274
 

 

回次
第72期

第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2023年１月１日
至 2023年３月31日

自 2024年１月１日
至 2024年３月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 204.90 174.52
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の

状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「３．報告セグメントの変

更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると

認識している主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要

な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 
（１）財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気は持ち直しに向かう動きがありました。しかしなが

ら、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化による原材料及びエネルギー価格の高騰による物価上昇など、経済

の先行きに係る不透明な状況が続いており、予断を許さない状況にあります。

このような経済状況の中で、当社グループはビジネス環境の変化に対応するため体質を強化し、積極的な営

業活動をしてまいりました。

しかしながら、前年同四半期と比べ、売上高は、166億17百万円と18億28百万円（前年同四半期比△9.9％）

の減収、営業利益は、２億76百万円と２億56百万円（前年同四半期比△48.2％）の減益、経常利益は、３億１

百万円と２億50百万円（前年同四半期比△45.3％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、２億10百

万円と1億56百万円（前年同四半期比△42.6％）の減益となりました。

各セグメント別の経営成績は、以下のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、前第２四半期連結累計期間と

の比較・分析は変更後の区分に基づいて記載しております。

（インダストリー）

国際的な経済環境は、拡大を見せている国際紛争や、中国経済の停滞などのマイナス材料が多く見受けられ

ます。一方では、半導体業界の設備投資が上向いてきている状況です。

この結果、売上高は、83億35百万円と７億45百万円（前年同四半期比△8.2％）の減収、セグメント利益(売

上総利益)は、アグロ関連のリベート増加などで８億45百万円と71百万円（前年同四半期比9.2％）の増益とな

りました。

（メディカル）

各施設で新型コロナウイルス感染症の検査数の減少や検査方法の変更により、前年同期を下回りました。

この結果、売上高は、71億４百万円と９億50百万円（前年同四半期比△11.8％）の減収、セグメント利益(売

上総利益)は、６億78百万円と１億15百万円（前年同四半期比△14.5％）の減益となりました。

（アカデミア・ライフサイエンス）

コロナ関連の国の特別予算がなくなったことなどにより、前年同期を下回りました。この結果、売上高は、

11億78百万円と１億32百万円（前年同四半期比△10.1％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、１億46百

万円と41百万円（前年同四半期比△22.3％）の減益となりました。
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当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、８億37百万円増加し、197億58百万円と

なりました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、４億79百万円増加し、121億31百万円、純

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、３億58百万円増加し、76億27百万円となりました。

主な内容は以下のとおりであります。

（資産）

資産の増加の主な要因は、ソフトウエア仮勘定が、４億19百万円減少したものの、ソフトウエアが、３億53

百万円、投資有価証券が３億44百万円、リース投資資産が３億26百万円及び商品が２億０百万円増加したこと

によるものであります。

（負債）

負債の増加の主な要因は、リース債務が３億22百万円及び支払手形及び買掛金が１億35百万円増加によるも

のであります。

（純資産）

純資産の増加の主な要因は、その他有価証券評価差額金が２億39百万円及び利益剰余金が１億16百万円増加

によるものであります。

 
（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ、89百万円増加し、21億95百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、取得した資金は、２億26百万円（前年同四半期は、１億85百万円の取得）となりました。

これは主に、棚卸資産の増加額２億０百万円、法人税等の支払額91百万円があったものの、税金等調整前四半

期純利益３億13百万円、仕入債務の増加額１億42百万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、支出した資金は、53百万円（前年同四半期は、２億88百万円の支出）となりました。これ

は主に、定期預金の払戻による収入75百万円があったものの、無形固定資産の取得による支出１億８百万円、

有形固定資産の取得による支出42百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、支出した資金は、82百万円（前年同四半期は、46百万円の支出）となりました。これは主

に、短期借入れによる収入18億95百万円があったものの、短期借入金の返済による支出18億46百万円、配当金

の支払額94百万円があったことによるものであります。

 
（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な

変更はありません。

 
（４）研究開発活動

該当事項はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,928,000

計 2,928,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2024年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2024年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 960,000 960,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株
であります。

計 960,000 960,000 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年１月１日～
2024年３月31日

― 960,000 ― 820,400 ― 881,100
 

 

(5) 【大株主の状況】

2024年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

東北化学薬品取引先持株会 青森県弘前市大字神田１－３－１ 76,900 8.5

東北化学薬品従業員持株会 青森県弘前市大字神田１－３－１ 51,640 5.7

東京中小企業投資育成㈱ 東京都渋谷区渋谷３－29－22 50,800 5.6

㈱青森銀行 青森県青森市橋本１－９－30 44,800 5.0

㈱みちのく銀行 青森県青森市勝田１－３－１ 44,800 5.0

東　康夫 青森県弘前市 44,560 5.0

東　康之 青森県弘前市 26,800 3.0

日本曹達㈱ 東京都千代田区大手町２－２－１ 22,000 2.4

シスメックス㈱ 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通１－５－１ 20,400 2.3

東ソー・ニッケミ㈱ 東京都港区芝２－５－10 20,000 2.2

計 ― 402,700 44.7
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2024年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式 58,900
 

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 900,000
 

9,000 ─

単元未満株式 普通株式 1,100
 

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 960,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,000 ―
 

(注)　１.「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が77株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2024年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品㈱

青森県弘前市大字神田１-３-１ 58,900 ― 58,900 6.1

計 ― 58,900 ― 58,900 6.1
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2024年１月１日から2024年

３月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年10月１日から2024年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,195,476 2,215,105

  受取手形、売掛金及び契約資産 ※  9,569,548 ※  9,514,195

  電子記録債権 ※  362,903 ※  415,285

  商品 1,120,125 1,320,754

  リース投資資産 56,576 96,475

  その他 314,039 366,807

  貸倒引当金 △60 △1,608

  流動資産合計 13,618,611 13,927,015

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 538,514 561,259

   土地 1,495,006 1,495,006

   リース資産（純額） 158,095 152,260

   その他（純額） 337,944 338,343

   有形固定資産合計 2,529,561 2,546,869

  無形固定資産   

   リース資産 15,283 17,876

   ソフトウエア 12,637 366,510

   ソフトウエア仮勘定 419,885 ―

   無形固定資産合計 447,806 384,386

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,633,932 1,978,608

   リース投資資産 69,413 355,728

   その他 643,039 587,378

   貸倒引当金 △21,624 △21,712

   投資その他の資産合計 2,324,760 2,900,003

  固定資産合計 5,302,128 5,831,259

 資産合計 18,920,740 19,758,275
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  9,588,734 ※  9,724,496

  電子記録債務 ※  371,971 ※  377,996

  短期借入金 233,400 282,200

  1年内返済予定の長期借入金 14,280 14,280

  リース債務 99,378 141,486

  未払金 158,886 28,936

  未払法人税等 100,298 107,240

  賞与引当金 57,450 54,410

  その他 248,553 245,764

  流動負債合計 10,872,953 10,976,812

 固定負債   

  長期借入金 27,410 20,270

  リース債務 201,836 482,568

  繰延税金負債 282,841 387,428

  退職給付に係る負債 80,365 77,828

  役員退職慰労引当金 142,012 113,080

  その他 44,232 73,080

  固定負債合計 778,697 1,154,257

 負債合計 11,651,650 12,131,069

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 820,400 820,400

  資本剰余金 881,100 881,100

  利益剰余金 4,946,792 5,062,899

  自己株式 △168,907 △168,907

  株主資本合計 6,479,385 6,595,492

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 697,779 937,659

  退職給付に係る調整累計額 5,057 5,365

  その他の包括利益累計額合計 702,836 943,025

 非支配株主持分 86,867 88,688

 純資産合計 7,269,089 7,627,205

負債純資産合計 18,920,740 19,758,275
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2023年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
　至 2024年３月31日)

売上高 18,445,860 16,617,840

売上原価 16,689,697 14,947,234

売上総利益 1,756,162 1,670,606

販売費及び一般管理費 ※  1,223,778 ※  1,394,567

営業利益 532,383 276,039

営業外収益   

 受取利息 1,367 1,179

 受取配当金 16,688 20,470

 受取手数料 7,121 6,573

 その他 4,291 3,259

 営業外収益合計 29,468 31,484

営業外費用   

 支払利息 1,133 1,168

 支払手数料 2,175 379

 貸倒損失 ― 2,140

 雑損失 6,480 1,206

 投資事業組合運用損 ― 645

 営業外費用合計 9,789 5,539

経常利益 552,062 301,984

特別利益   

 投資有価証券売却益 ― 14,904

 特別利益合計 ― 14,904

特別損失   

 固定資産除却損 110 3,203

 ゴルフ会員権売却損 300 ―

 特別損失合計 410 3,203

税金等調整前四半期純利益 551,652 313,685

法人税、住民税及び事業税 177,656 98,986

法人税等調整額 977 2,133

法人税等合計 178,633 101,119

四半期純利益 373,019 212,565

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,113 1,851

親会社株主に帰属する四半期純利益 366,905 210,714
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2023年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
　至 2024年３月31日)

四半期純利益 373,019 212,565

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 43,169 239,849

 退職給付に係る調整額 851 308

 その他の包括利益合計 44,020 240,158

四半期包括利益 417,039 452,724

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 410,951 450,903

 非支配株主に係る四半期包括利益 6,088 1,820
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
　至 2023年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
　至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 551,652 313,685

 減価償却費 37,206 84,036

 投資有価証券売却損益（△は益） ― △14,904

 引当金の増減額（△は減少） △31 △32,429

 受取利息及び受取配当金 △18,055 △21,650

 支払利息 1,133 1,168

 固定資産除売却損益（△は益） 110 3,203

 売上債権の増減額（△は増加） △99,951 19,957

 棚卸資産の増減額（△は増加） △115,954 △200,628

 仕入債務の増減額（△は減少） 97,920 142,113

 その他 △99,379 3,118

 小計 354,651 297,669

 利息及び配当金の受取額 18,073 21,656

 利息の支払額 △1,133 △1,168

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △186,105 △91,860

 営業活動によるキャッシュ・フロー 185,485 226,297

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △79,585 △42,803

 無形固定資産の取得による支出 △189,174 △108,013

 投資有価証券の取得による支出 △23,030 △24,442

 投資有価証券の売却による収入 5,000 34,448

 定期預金の預入による支出 △139,202 △5,000

 定期預金の払戻による収入 139,202 75,000

 保険積立金の解約による収入 ― 11,083

 その他 △1,258 5,938

 投資活動によるキャッシュ・フロー △288,048 △53,790

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 1,166,000 1,895,000

 短期借入金の返済による支出 △1,083,200 △1,846,200

 長期借入金の返済による支出 △7,140 △7,140

 配当金の支払額 △103,351 △94,457

 リース債務の返済による支出 △18,782 △30,080

 財務活動によるキャッシュ・フロー △46,474 △82,878

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149,036 89,628

現金及び現金同等物の期首残高 1,268,452 2,106,274

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,119,415 ※  2,195,902
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日又は決済

日をもって決済処理しております。なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四

半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務が、四半期連結会計期間末残高に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

受取手形 3,445千円 4,739千円

支払手形 247,909千円 6,244千円

電子記録債権 35,720千円 54,502千円

電子記録債務 74,643千円 13,785千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

給料手当・役員報酬 707,696千円 757,049千円

貸倒引当金繰入額 △1,738千円 1,635千円

賞与引当金繰入額 57,560千円 54,410千円

退職給付費用 22,867千円 21,093千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,727千円 6,005千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

現金及び預金 1,258,618千円 2,215,105千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△139,202千円 △19,202千円

現金及び現金同等物 1,119,415千円 2,195,902千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 2022年10月１日 至 2023年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年12月20日
定時株主総会

普通株式 103,617 115.00 2022年９月30日 2022年12月21日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 2023年10月１日 至 2024年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年12月20日
定時株主総会

普通株式 94,607 105.00 2023年９月30日 2023年12月21日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年10月１日 至 2023年３月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)インダストリー メディカル

アカデミア・
ライフ

サイエンス
計

売上高       

  外部顧客への売上高 9,080,592 8,054,421 1,310,845 18,445,860 ― 18,445,860

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,080,592 8,054,421 1,310,845 18,445,860 ― 18,445,860

セグメント利益 774,507 793,791 187,863 1,756,162 ― 1,756,162
 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年10月１日 至 2024年３月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)インダストリー メディカル

アカデミア・
ライフ

サイエンス
計

売上高       

  外部顧客への売上高 8,335,487 7,104,352 1,178,000 16,617,840 ― 16,617,840

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,335,487 7,104,352 1,178,000 16,617,840 ― 16,617,840

セグメント利益 845,894 678,680 146,031 1,670,606 ― 1,670,606
 

(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、会社組織の変更に伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを

従来の「化学工業薬品」「臨床検査試薬」「食品」「その他」から、「インダストリー」「メディカル」「アカデ

ミア・ライフサイエンス」に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載し

ております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第２四半期連結累計期間（自　2022年10月１日 至　2023年３月31日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計
インダストリー メディカル

アカデミア・

ライフサイエンス

民間一般企業 7,898,616 719,830 ― 8,618,447

官公庁 1,018,609 499,157 ― 1,517,766

農協、市場 72,146 ― ― 72,146

医療機関 ― 6,289,770 ― 6,289,770

大学 ― ― 644,799 644,799

研究機関 ― ― 395,951 395,951

その他 91,220 545,662 270,095 906,978

顧客との契約から生じる収益 9,080,592 8,054,421 1,310,845 18,445,860

外部顧客への売上高 9,080,592 8,054,421 1,310,845 18,445,860
 

 
当第２四半期連結累計期間（自　2023年10月１日 至　2024年３月31日）

（単位：千円）

 

報告セグメント

合計
インダストリー メディカル

アカデミア・

ライフサイエンス

民間一般企業 7,366,739 826,010 ― 8,192,750

官公庁 785,473 422,862 ― 1,208,336

農協、市場 90,409 ― ― 90,409

医療機関 ― 5,461,644 ― 5,461,644

大学 ― ― 572,611 572,611

研究機関 ― ― 397,594 397,594

その他 92,864 390,812 207,794 691,472

顧客との契約から生じる収益 8,335,487 7,101,329 1,178,000 16,614,817

その他の収益　(注)２ ― 3,022 ― 3,022

外部顧客への売上高 8,335,487 7,104,352 1,178,000 16,617,840
 

(注)１.第１四半期連結会計期間より、会社組織の変更に伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、報告セ

グメントを従来の「化学工業薬品」「臨床検査試薬」「食品」「その他」から、「インダストリー」

「メディカル」「アカデミア・ライフサイエンス」に変更しております。なお、前第２四半期連結累

計期間の顧客との契約から生じる収益を分解した情報については、変更後の区分方法より作成したも

のを記載しております。

２.「その他の収益」は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　平成19年３月30日）

の範囲に含まれる転リース取引による収益です。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年10月１日
至 2023年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年10月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり四半期純利益 407円21銭 233円86銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 366,905 210,714

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(千円)

366,905 210,714

    普通株式の期中平均株式数(株) 901,023 901,023
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

東北化学薬品株式会社(E02810)

四半期報告書

18/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年５月13日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

　東北事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 島   川   行   正 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 今　　井　　裕　　之 印

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北化学薬品株

式会社の2023年10月１日から2024年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024

年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年10月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の2024年３月31日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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